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韓国における科学技術イノベーション政策の背景

 韓国は日本同様、天然資源に乏しい国であり、科学技術イノ
ベーションは重要な資源という点において類似

 また、１９９７年のＩＭＦ危機以降、科学技術イノベーション政
策や体制について、スクラップアンドビルドを繰り返しながら
改革を模索

 大統領制であるため、日本と比較してトップダウンで政策が
展開しやすい反面、大統領交代に伴う方針転換等から政策
の持続性に課題
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IMF危機後の韓国の科学技術イノベーション体制の変遷

 1998年 科学技術部発足（庁から省への格上げ） ※行政機能の強化

 1999年 国家科学技術委員会（NSTC）設置 ※司令塔機能の設置

 1999年 韓国科学技術企画評価院（KISTEP）設置 ※評価機関の設置

 2001年 科学技術基本法制定 ※科学技術政策の強化

 2002年 第1次科学技術基本計画 ※同上

 2004年 科学技術革新（イノベーション）本部設置 ※司令塔機能の強化

 2008年 省庁再編、教育科学技術部（MEST）発足
科学技術革新（イノベーション）本部解体 ※行政効率化

 2011年 NSTC改組 ※司令塔機能の強化

大統領
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NSTC改組の背景
 科学技術イノベーション政策の司令塔機能・事務局機能の弱体化

 教育科学技術部の発足に伴う科学技術革新本部の解体

 国家R&D事業の拡大
 研究開発投資の拡大

（政策目標：2012年までの5年間で国家R&D投資を1.5倍、
R&D投資総額の対GDP比率を5%）

 省庁横断で取り組む課題が増加

 国家R&Dの企画立案・予算調整・評価機能の分散
 各省：個別のR&D事業
計画の立案・実行

 NSTC（改組前）：R&D
投資の方針提示、
政策の総合調整

 企画財政部：
予算編成、成果評価
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NSTC改組に伴い組織・機能が強化された点（その１）

 組織体制の強化
 諮問委員会 → 常設の行政委員会（常勤３名、非常勤７名）
 事務局：科学技術部職員・30名規模で兼務

→ NSTC直属の職員・140名規模
公務員は完全移籍、民間専門家の採用（目標：約45%）

 政策立案機能強化
 NSTCが主体的に基本計画等を企画立案

（従来は諮問に応じて審議）

 予算配分権限の強化
 企画財政部：政府全体の科学技術予算枠を決定
 NSTC：個別プロジェクト（国防・人文科学を除く）の予算額を決定
（改組前の権限は予算編成方針への勧告権のみ）
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NSTC改組に伴い組織・機能が強化された点（その２）

 R&D事業評価の実施
 NSTCが最終評価を実施（従来は企画財政部）
 R&D評価の専門機関である韓国科学技術企画評価院
（KISTEP）を教育科学技術部傘下からNSTC傘下に移管

 その他

 改組前はNSTCの委員長は大統領が兼務。改組後は組織
形態が独立の行政委員会であるため、大統領が委員長を
兼務できなくなり、大臣クラス（元教育科学部長官）を委員
長として任命

 委員長、委員の人事権を担保することで、大統領のイニシ
アティブを確保



NSTCの現状

 改組・NSTC発足後の予算が確定
 2012年度16兆Won（≒1.1兆円）の科学技術予算のうち、
11兆Won（≒0.7兆円）をNSTCが決定

大統領がNSTCへのR&D予算配分権付与に対して
リーダーシップを発揮したこともあり、企画財政部との
調整は円滑に運ぶ

 事務局スタッフの状況

民間からは研究機関の研究者が多数応募

移籍した公務員のキャリアパスが今後の課題

 政策立案は来年から本格化
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NSTCの注目点と課題（個人的な感想を含む）

 他国では前例のない個別プロジェクトに関する予算配分権
が、科学技術イノベーション政策にどの様な影響をもたらす
かを注視する必要がある。

 再来年に予定される政権交代後も、このシステムが維持され
るかどうか注目する必要がある。

 現在の体制は、審判とプレーヤーが分離され、中立性が高
められているが、自らの予算拡大を求めて、NSTC直轄にな
ることを希望している研究所も多く、この動きをどの様に措置
するかが問題となる。

 評価と予算査定がリンクしているため、短期的な成果のみで
評価され、長期的な成果が見過ごされる可能性がある。
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参考１：韓国の科学技術政策に係る主要政府機関
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大統領

企画財政部

知識経済部

国務総理

教育科学技術部

国家科学技術委員会（NSTC）

科学技術特別補佐官

研究所等

保健福祉部 等 研究所等

韓国科学技術企画評価院（KISTEP）

NSTC改組に伴い、教育科学技術部傘下
からNSTC傘下へ移管

国立大学、研究所等



参考２：NSTCの新体制
 旧体制では、教育科学技術部科学技術政策室がNSTC事務局を兼務してい
たが、2011年3月の改組に伴い、下図の通りに事務局を設置。
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